
「湖池屋プライドポテト」など
メインブランドの
パッケージデザインに携わる

アーティストが活躍できる
環境づくりのために
新たなエネルギーを注ぐ

公共施設

市原湖畔美術館
（指定管理者：アートフロントギャラリー）

人事総務本部 人事部
人財マネジメント課

齋藤 櫻さん
館長代理

前田 礼さん

1967年に日本で初めてポテトチップスの量産化に成功した総合スナックメーカー。2016年のコ
ーポレートブランド再編後、2017年に発売した「湖池屋プライドポテト」が大きな反響を呼んだ。
近年はスナックの枠組みを超えた食領域にチャレンジしている。

千葉県一の貯水面積を誇る高滝湖を望む自然豊かなロケーションを活かし、アートだけでなく
さまざまなアクティヴィティを屋内外で楽しめる「首都圏のオアシス」を目指す。

　当社では現在、美大卒の社員の多くがマーケティング部でデザイナー
やマーケター職に従事しています。入社後から数年でメインブランドの
パッケージデザインを担当するなど、即戦力として第一線で活躍する人
が増えてきており、これも美大生の特性のひとつだと感じています。
　いろんな人を巻き込んで商品づくりを推進していくマーケティング部
において、自分の意見をしっかりと持ち、自分の言葉で述べることがで
き、課題発見から提案までをセットで、ときにはビジュアルで提示する
ことができるのは、多摩美卒業生の大きな強みではないでしょうか。自
ら動ける主体性と、自分の頭のなかにある考えを表現できる力は、当社
の全ての業務で求められています。

　当館は「世界をどう把握するか」というテーマを背景にした企画や、
海外アーティストの招聘および文化機関との協働による国際性を持った
企画、新しい表現やアートの提示を試みた企画など、5つのコンセプト
をもとに展覧会やイベントを開催しています。
　戸谷さんは若手の作家をすごくよく見ていて、「彼らと一緒に展覧会
やイベントをやりたい、彼らに光が当たる場をつくって応援したい」と
いう気持ちが非常に強い。また、物怖じせずに企画を提出する姿勢も素
晴らしいですね。これまでアートがなかった場所にアートを築き、その
可能性を広げ、アーティストが活躍できる環境をつくり上げていくとい
う私たちの指針に、新たなエネルギーを注いでくれています。

マーケティング本部 マーケティング部
グローバルデザイン室

田中美羽さん
（22年グラフィックデザイン卒）

学芸員

戸谷莉維裟さん
（21年芸術学科卒）

　現在は「湖池屋プライドポテト」「スコーン」などのブランドを担当して
います。パッケージのみではなく、商品企画から販促用のPOP、ポスター、
ウェブサイト、CMなどのコミュニケーションデザインにも一貫して携わ
っています。どういうものがお客様に求められるのか、トレンドの変化を
見ながら、味もデザインももっと良くできないかと日々模索しています。
　新しい意見やアイデアをどんどん商品化していこうという風潮は社内
で年々高まっていて、入社してすぐに開催された高知の酒造メーカー「酔
鯨」とのコラボ商品の社内デザインコンペではデザインが採用され、オ
ンライン限定商品として販売されました。そこでひとつの商品をつくる
ために多くの人が関わっていることを知り、デザインにもさまざまな考
え方や視点が必要だと実感しました。
　多摩美で大貫卓也教授から教わった「社会の課題をデザインで、アー
トディレクションで解決する」ということは､今も常に私の頭の片隅にあ

ります。時代とともに人々の生活
様式がさまざまに変化するなかで、
スナック菓子が単なる嗜好品とし
てだけではなく、生活のなかで何
を解決できるか、何かを変えるき
っかけになれるか、意識するよう
にしています。

　企画段階から実施まで関わった最初の展覧会は、当館の10周年記念と
して開催した「湖の秘密―川は湖になった」展です。8人のアーティス
トたちが美術館内外の空間に作品を制作し、私は作品づくりのリサーチ
や制作のサポートなども担わせていただきました。作品に用いる素材を
探したり、湖の底にある5トンもの土をボランティアの方とともに運び
出し、近隣の体育館に広げて乾燥させた後、当館地下の展示室まで運ん
だり。一般的な学芸員のイメージからはかけ離れているかもしれません
が、作家に寄り添って伴走しつつ、裏方に徹する学芸員でありたいと思
っています。
　この思いの原点にあるのが、学生時代に所属していた家村珠代先生（芸
術学科教授）の展覧会設計ゼミでの経験です。作家と学生が協働して1

年間かけて展覧会をゼロからつくり上げるのですが、作品をどう見せた
ら面白いか、展示の構想を具体化するために日々議論を重ねて制作する
過程をとても楽しく感じたことが、その後の進路選択につながりました。
自分がアンテナを張って注目した
作家と関わり、協働を通して思い
を共有し、ともに展覧会をつくり
上げること、そしてお客様の姿を
目にできることに、大きなやりが
いを感じます。

多摩美出身者は、ビジネスの最前線からどのような評価を受けているのでしょうか。
また、その卒業生たちが学んだ多摩美での4年間は、ビジネスの現場でどう生かさ
れているのでしょうか。さまざまな業界で活躍する企業人たちに尋ねました。

本記事は連載企画です。
さらに詳しい内容や他
企業情報はWebでご覧
になれます。

メーカー

湖池屋
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井原花奈『〼米』

第44期国際瀧冨士美術賞（2023年）で
彫刻学科の学生が優秀賞を受賞

新進作家のための公募コンクール「FACE2024」で
総勢10名の学生・卒業生が受賞・入選

日本タイポグラフィ年鑑2024で本学卒業生がグランプリ・学生グランプリをダブル受賞

「日本パッケージデザイン学生賞2023」で
学生が多数受賞、入選

パブリックアートの振興とこれからのパブリックアートを担う若手芸術家の育成を目
的に開催される「第44期国際瀧冨士美術賞」で、彫刻4年・藤田野々さんの『border』
が優秀賞を受賞しました。同賞は公益財団法人日本交通文化協会により、奨学金制度
「瀧冨士美術賞」として1980年に創設。91年には対象を国外の美術・芸術系の学部を
有する大学にも広げ「国際瀧冨士美術賞」と改称。現在の対象校は国内13校、海外7

カ国12校となり、2023年
までの44年間に計868人
の学生が同奨学金を受け
て美術・芸術のさらなる
研究、制作活動に励んで
います。2023年11月15日
には都内で授賞式が行わ
れ、奨学金と賞状が贈呈
されました。

新進作家の動向を反映する「FACE2024」の受賞・入選者が発表され、03年大学院油
画修了・六無さんが読売新聞社賞、大学院油画2年・東菜々美さんが審査員特別賞を
受賞するなど、総勢10名の学生・卒業生が受賞・入選を果たしました。SOMPO美術
財団と読売新聞社が主催する
このコンクールは今年で12回
目の開催となります。「年齢･
所属を問わず、真に力がある
作品」を公募するもので、今
年は全国から1,184名（※応
募は一人一作品）の応募があ
りました。五次の「入選審査」
と二次の「賞審査」を経て、
国際的に通用する可能性を秘
めた入選作品78点（内受賞作
品9点）が選出されました。

若手クリエーターを対象とした中国の
アニメーションアワードで修了生が最高賞を受賞

中国のアニメやマンガ、ゲームなどのエンターテインメント動画共有サービスbilibili

（ビリビリ）が主催する、若手クリエーターを対象としたアニメーションアワード「第
五届哔哩哔哩寻光计划小宇宙奖」で、 23年大学院グラフィックデザイン修了・リンジ
ュンケンさんの『夜猫』が最高賞の金賞を受賞。また、同修了のキョガンさんの『Sewing 

Love』も実験的かつ前衛的な感覚を持つアニメーション作品に贈られる一种很新的东

西賞を受賞しました。bilibiliは10代から20代のZ世代に人気のコンテンツを集めたエン
ターテインメントプラットフォームで、日本やアジア各国でも利用されています。

パッケージデザインに興味のある学生を対象として2022年に新設された「日本パッケ
ージデザイン学生賞2023」にて、統合デザイン3年・井原花奈さんが審査員特別賞 森
孝幹賞を受賞。同3年・石川千夏さんが審査員特別賞 渡辺有史賞を受賞し、ほか多数
の学生が入選を果たしました。同賞は公益社団法人日本パッケージデザイン協会（略
称：JPDA）により、パッケー
ジデザインの新しい魅力と価値
を学生と共に発掘・伝播してい
くことを目的として新設され
たアワード。第2回開催となる
2023年は、「ひらく」をテーマ
として作品が募集されました。
入賞作品は『年鑑日本のパッケ
ージデザイン』（隔年刊行）に
収録される予定です。

深沢夏菜さんの作品『A Mountain of History』 李敏楽さんの作品『書物について（彫刻・書写・印刷）』

 「日本タイポグラフィ年鑑2024」の受賞者が発表され、17年大学院グラフィックデザイン修了・深沢夏菜さんがグランプリ、23年同修了・李敏楽さんが学
生賞グランプリを受賞。一般・学生の両部門で本学卒業生がグランプリを受賞する快挙となりました。日本タイポグラフィ年鑑は、さまざまなコミュニ
ケーションで必要とされるタイポグラフ
ィ・デザインの巧みな姿を収録した、海外
でも評価の高い記録誌。国内外から多くの
作品が寄せられ、審査委員と前年度のグラ
ンプリ受賞者による厳正な審査を経て、全
出品作品の中からグランプリや部門ごとの
ベストワーク賞、審査委員賞が授与されま
す。ほかにも大学院情報デザイン2年・厲
万千さんが学生部門でベストワーク賞を受
賞。2024年4月に東京品川にて授賞式が開
催される予定です。

六無『狩猟図』

藤田野 『々border』リンジュンケンさんの最高賞受賞作品『夜猫』

97TAMABI NEWSAWARDS
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伊東ケイスケ監督のVR演劇『Typeman』 小谷里奈『向こうの姿』2023（令和5）年

樋田航也さんの作品『Ice Fishing』

伊藤熹朔賞・本賞を
卒業生が共同受賞

ゲームアイデアのコンテストで、情報
デザイン4年生がグランプリを受賞

2022年度第50回伊藤熹朔賞・本賞を90年グラフィッ
クデザイン卒業・南屋武広さんが共同受賞しました。
同賞は特定非営利活動法人日本テレビ美術家協会に
よりテレビ美術の作品及び功績者を顕彰するもの。
対象となったのは、NHKで2022年に放送された土
曜ドラマ『探偵ロマンス』の美術セット。ストーリ
ーの独特な世界観を配色と緻密なデザイン設計で表
現したことが評価されました。

在学生の作品が映画祭で
ヤング部門優秀賞を受賞

自主制作映画に特化した「神戸インディペンデント
映画祭2023」で、メディア芸術2年・寳川嘉哉さんが
監督を務め、渡辺介偉さん、義仲爽太さん、畠遥七
さん、西久保哲志さん、吉村衣吹さん（いずれもメ
ディア芸術2年）と共に制作したホラーコメディー
作品『鮫品』が、ヤング部門優秀賞を受賞しました。
入選作品は神戸市の
新開地アートひろば
で開催された同映画
祭で上映され、各賞
が授与されました。

テキスタイルデザイン卒業生が
準グランプリを受賞

卒業生の伊東ケイスケさんが
メタバース部門の銅賞を受賞

VRアーティスト10年のグラフィックデザイン卒業・
伊東ケイスケさんが監督したVR演劇『Typeman』が、
「日テレイマジナリウムアワード2023」でメタバー
ス部門の銅賞を受賞しました。同アワードは、日本
テレビ放送網株式会社が開局70年を記念して、メ
ディアテクノロジーによる作品を公募したもの。同
作品は、第79回ベネチア国際映画祭クロスリアリ
ティ（XR）部門にもノミネートされています。

「Seed 山種美術館 日本画アワード 
2024」で奨励賞を受賞

「TERRADA ART AWARD 2023」
ファイナリストに選出

「LIFE×DESIGNアワード」で
「ベストサスティナビリティ賞」を受賞

「第1回BUG Art Award」
ファイナリストに選出

04年情報デザイン卒業・須貝悠さんが代表を務める
株式会社スガイワールドの製品『袋留めクリップ 

BO（ボー）』が、LIFE×DESIGNアワードで、「ベス
トサスティナビリティ賞」を受賞しました。同賞は、
商品開発やものづくりにおいて、地球環境保護の視
点や持続可能性に貢献している商品に授与されるも
ので、SDGsが何かと話題になる昨今の社会におい
て、ますます注目を集めそうです。

18年大学院油画修了・近藤拓丸さんが「第1回BUG 

Art Award」のファイナリストに選出されました。
これは、株式会社リクルートホールディングスが運
営する制作活動年数10年以下のアーティストを対象
としたアワードで、受賞者は、審査員からのフィー
ドバックや展示・設営に関するサポートを受けられ
ます。近藤さんの作品は、「第1回BUG Art Award フ
ァイナリスト展」で展示されました。

23年テキスタイルデザイン卒業・池部ヒロトさんが、
ファッションデザインの可能性を拡張するアワード
とエデュケーションの一体型プログラム「FASHION 

FRONTIER PROGRAM 

2023」にて準グランプリ
を受賞しました。池部さ
んは卒業後、2023年度
グッドデザイン・ニュー
ホープ賞に入選するなど
精力的に活躍しています。

日本画の新たな創造に努める優秀な画家の発掘と育
成を目指す公募展「Seed 山種美術館 日本画アワー
ド 2024 ―未来をになう日本画新世代―」にて、12

年大学院日本画修了・小谷里奈さんが奨励賞を受賞
しました。また、11年同修了・清水航さん、19年同
修了・田澤苑実さん（日本画専攻助手）、23年同修了・
林銘君さんがそれぞれ入選を果たしています。同賞
は2016年に山種美術館の創立50周年を記念して新た
にスタートした公募展です。

寺田倉庫株式会社が開催する「TERRADA ART 

AWARD 2023」のファイナリストに、09年大学院情
報デザイン修了・やんツーさんが選出されました。
同アワードは、新進アーティストの支援を目的と
した現代アートの賞。2024年1月10日から28日には、
寺田倉庫イベントスペースでファイナリスト展が開
催され、会期初日に審査員賞の授賞式が行われ、や
んツーさんは寺瀬由紀賞を受賞しました。

スガイワールドの製品『袋留めクリップ BO』

池部ヒロト『MAYUGOMORI』 Photography by YASUNARI 
KIKUMA @FASHIONFRONTIERPROGRAM

マーブル株式会社が主催する「ゲームアイデアコン
テスト2023」において、情報デザイン4年・樋田航也
さん（「必須アミノ」名義）の作品『Ice Fishing』が
グランプリを受賞。賞金30万円を獲得しました。審
査委員長からも「『面白そうで、実際に面白い』と
いう、ゲームに必要な条件を充分に満たしていた」
と高評価。ゲームクリエイターという新たなジャン
ルで多摩美術大学の存在感を示しました。
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第1回BUG Art Awardファイナリスト展 展示風景
（撮影：冨田了平）

『Great Emptiness』 Artwork by yang02, 

Photo by Yusuke Suzuki (USKfoto)

左：受賞の様子、右：南屋武広さん（カメラマン：前田昭二）

『鮫品』メインビジュアル
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第三弾の様子。
青野文昭氏（左）と聞き手の彫刻学科
木村剛士准教授（右）

〈大賞〉大学院彫刻1年YANG ZHUOさんの作品『槿』（共通テーマ：Re-cycle）
〈優秀賞〉studio JACA（多摩美術大学ジャンベ部所属有志）の作品
『tama boogie-woogie』（共通テーマ：Re-session）

ビニール袋や紙袋などの廃材を利
用してつくるという芝居の設定に
合わせてマスクを製作

企業説明会の様子

未来を見据えた循環型社会を探究するプログラムの
シリーズ第二弾、第三弾を開催

樋口真嗣監督が特撮の歴史から技術まで
幅広く語る特別講義「特撮の魂」を開催

多摩美術大学サーキュラーオフィスレクチャーシリーズは、未来を見据えた循環型社
会を探究するプログラム。2023年12月20日に上野毛キャンパスで開催した第二弾の
テーマは「トキとアートと政策とデザイン」。佐渡島におけるトキの放鳥プロジェク
トに関わる大正大学地域構想研究所の岩浅有記准教授から「地域創生と地域環境政策
はどちらも欠けてはならない両輪」と捉えることの重要性が語られました。2024年1

月14日に八王子キャンパスで開催した第三弾のテーマは「『循環する拾得物』～なお
すことでしか見えない眺め」。美術家の青野文昭氏を講師に迎え、「なおすこと」「修
復すること」の意義や価値に着目した講義が展開されました。

三島由紀夫の同名小説を原作とし、宮本亞門さんが演出を務めたオペラ『午後の曳航』
が、2023年11月23日から26日まで東京・日生劇場で上演されました。この舞台で、物
語の重要な役割を担う登場人物である少年たちが被るマスク製作プロジェクトに、テ
キスタイルデザイン専攻1年の学生44名が挑戦しました。学生たちは、公演前日の11

月22日のゲネプロ（衣裳付き最終稽古）で初めて自身が製作したマスクを演者が身に
つけて演技する様子を見学。本プロジェクトでオペラの原作や演出に触れ、実際の舞

2023年12月4日、八王子
キャンパスレクチャー
ホールで特撮映画・ア
ニメーションの第一人
者である樋口真嗣監督
を招いた特別講義「特
撮の魂」を開催しまし
た。日本における特撮
作品の歴史年表から始
まり、特殊撮影が生ま
れた背景や特撮技術の
時代ごとの発展、特撮
映画の政治的・社会的
な役割などが、多くの
参考映像とともに紹介

多摩美生限定！ゲームからお菓子メーカーまで、
業界や働き方を知る合同説明会を開催

テキスタイル専攻の学生が宮本亞門さん演出の
オペラ『午後の曳航』のマスク製作に挑戦

2024年1月23日、八王子キャンパスのアートテークで多摩美大生限定の合同企業説明
会が開催されました。学部3年生・大学院1年生（令和7年3月卒業・修了予定者）を対
象にした同説明会には、ゲーム、コンサルティング、メーカー、情報・出版、行政機
関など多分野から多摩美大生を積極的に採用したいとする企業・団体21社が参加。人
事担当者から会社概要や業務内容、採用スケジュールの説明などが行われたほか、本
学のOB・OG社員が自らの学生時代の就職活動、現在の業務内容を説明する場面もあ
りました。働き方の多様化によって、学生一人ひとりが自身のキャリアを考えること
がより一層大切となるなか、参加した学生たちは真剣に耳を傾けていました。

されました。また、日本初の特撮怪獣映画『ゴジラ』の誕生から第一次怪獣ブーム・
第二次怪獣ブームの到来から衰退に至った経緯、年代ごとの立役者や関係企業、さら
には『STAR WARS』や『ターミネーター』といったアメリカ映画がもたらした特撮技
術の発明や応用なども説明され、大いに盛り上がりました。

アートとデザインを越境し、新たな価値を提案する
全学科横断型コンペ「TUB showing 2023」展を開催

2023年12月4日から24日まで、多摩美術大学TUB（東京ミッドタウン・デザインハブ内）で、アートとデザインの領域を越境した、美術大学である本学な
らではの公募制の企画展「TUB showing 2023」展を開催しました。本賞は初めての学内全学科横断型の公募制コンペティション企画で、今回のテーマは「Re-

◯◯◯」。審査を通過したファイン
アート系、デザイン系の学部生、大
学院生が出品した49作品を一堂に展
示。各作品の共通テーマの解釈の仕
方とデザインとアートの作品アプロ
ーチの違いを鑑賞しながら、未来の
クリエイティビティの可能性を探り
ました。12月10日には会場で学内教
員4名による審査会が行われ、大賞、
優秀賞、審査員賞等の各賞が発表に。
授賞式後、審査員の教員と参加学生
たちによる交流会が行われました。

台で使用されるマスクを
製作するという実践的取
り組みを通じて、演技や
演目を引き立てる舞台衣
裳の重要性を学ぶ貴重な
機会となりました。
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ユーモアを交えて講義を行う樋口真嗣監督
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ウォーキングプレゼンテーションの様子

左から：笹岡由梨子氏、アニカ・カース氏

共同研究最終発表会の様子

「辰」の漢字を表現した
6種類のデザイン

多摩美術大学と日本郵船による
共同研究成果発表を実施

2024年1月22日、多摩美術大学と日本郵船株式会社
の共同研究「次世代の循環型社会に適応するプロダ
クトデザイン『KRAFT & LOOP ～船員のウェアデ
ザイン～』」の最終成果発表が行われました。日々
船員が着用するユニフォームのデザイン、船員同士
のコミュニケーションを促進するアプリケーション
などが提案され、共同研究で生まれたユニフォーム
は、実用に向けて進展させる計画が進んでいます。

子育ての未来を豊かにする
提案の最終成果発表会

2024年1月30日、多摩美術大学TUBにて、ベビー用
品ブランド『10mois（ディモワ）』の商品企画開発
を手がける有限会社フィセルとのPBL科目※として
開講した「0～3歳児の衣食住にちなむデザイン提案」
の最終成果発表会が開催されました。約50名の学生
が学科・学年を越えた混成チームを組み、育児にま
つわるモノコトを次世代の視点から捉え直すことを
目指した研究発表を行いました。

ニコンと共創する
「未来を見据えたデザイン」

株式会社ニコン デザインセンターのUX、プロダク
ト、UIそれぞれを専門とするインハウスデザイナー
と、生産デザイン学科プロダクトデザイン専攻の学
部生／院生／研究生総勢10名が、「Human-Machine 

Co-creation」というテーマのもと、デザインを提案
する産学連携プロジェクトを実施。約3か月にわた
る対話を通じて、これからのデザイナーに必要な新
たな価値創造を学ぶ貴重な経験となりました。

プロダクトデザイン3年生が
企業47社に公開プレゼンを開催

八王子市長選で学生が
「投票済証」をデザイン

2023年11月21日、東京デザインセンターガレリア
ホールにて、プロダクトデザイン3年生による公開
プレゼンテーションが開催されました。計19名の学
生が、自動車、家電、化粧品メーカーなど47社のデ
ザイン部門担当者の前で、課題で制作した製品の構
想を発表。コンセプトは「膨らむ想い」。車内置き
去りを防止する幼稚園送迎バスなど、日常をより豊
かにするさまざまなアイデアが提案されました。

2024年1月に行われた八王子市長選挙で、多摩美術
大学の学生がデザインした「投票済証」が配布され
ました。投票済証は、投票を済ませたことを選挙管
理委員会が証明する書類。イラストは6パターンを
用意。投票所ごとに異なる色の投票済証を用意し、
希望者に配布しました。学生が投票済証のデザイン
を手がけるのは、2023年4月に行われた八王子市議
会議員選挙以来2回目となります。

テキスタイルデザイン専攻3・4年
生がファッションショーを開催

メルセデス・ベンツ アート・スコー
プのワークショップを学内で開催

TOPPANと「愛着」をテーマに
デザイン戦略を共同研究

統合デザイン学科の学生11名が、TOPPAN株式会社
と「空間や環境を構成する建装材に関するデザイン
戦略の構築と企画・デザイン開発」の共同研究を行
いました。2024年1月11日に上野毛キャンパスで行
われた成果発表では、「愛着」をテーマに、仮想空
間「学生のためのシェアハウス」の空間演出企画を
発表。社会ニーズを捉え、デザインに落とし込むこ
との重要性を学ぶ貴重な経験となりました。

2023年11月30日、八王子キャンパスメディアホール
で、テキスタイルデザイン専攻STUDIO2の3･4年生
合同ウォーキングプレゼンテーション（ファッショ
ンショー）が行われました。「STUDIO2 ファッショ
ンテキスタイル」は、「身体」に関わるテキスタイ
ルデザインを学ぶ専門領域。3年生13名と4年生9名、
総勢22名の次世代を創るクリエイターの作品がラン
ウェイを彩りました。

本学がパートナーとして参画しているメルセデス・
ベンツ日本株式会社の文化・芸術支援活動「メルセ
デス・ベンツ アート・スコープ 2022-2024」のアー
ティスト2名が決定しました。ドイツへの派遣作家・
笹岡由梨子氏による「アートと労働」をテーマとし
た特別講義&ワークショップを2023年11月に八王子
キャンパスにて開催、同12月には本学学生が考案し
た5つの物語をもとに映像作品を制作しました。

訃報
奥田博伸 技術講師

藤森泰司 非常勤講師

謹んでお悔やみ申し上げ、
ご冥福をお祈りいたします。

2023年10月5日
逝去 44歳

任命
副学長
小泉俊己
深澤直人

学長補佐
石田尚志
佐竹邦子
安次富隆
湯澤幸子
加納豊美
佐藤達郎
（以上2024年1月1日付）
※ただし、2025年3月31日

までとする

2009年～
非常勤講師

2023年12月8日
逝去 56歳
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最終成果発表会のプレゼンテーションの様子
※PBL科目：全学科、全学年の学生が横断的に履修できるプロジェ
クト型の学習形態

東京デザインセンターガレリアホールに
て公開プレゼンテーションの様子

学生による空間演出企画
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「TAMABI NEWS」では受賞や活動報告を募集しています。
メール（ news@tamabi.ac.jp ）あるいは右のQRコード「Activity News 情報投稿フォーム」
からお知らせ下さい。

多摩美術大学 広報誌「TAMABI NEWS」2024年3月20日発行 第32巻 第4号 通巻97号
発行：多摩美術大学 広報部 東京都八王子市鑓水2-1723 電話:042-676-8611（代表）

多摩美術大学 アートアーカイヴセンター
本学に蓄積されてきた芸術資源を保存・管理・公開していく研究教育拠点と
して、2018年4月に設立されました。現在18の資料体を有し、授業での利用や、
学生のみなさんの制作や研究に役立てていただける生きた教材とするため、
各種資料を整理してアーカイヴを構築しながら公開しています。アートアー

BOOK

書を捨てよ、
町へ出よう 復刻版
横尾忠則 装幀・本文
レイアウト・イラスト
（大学院客員教授）
トゥーヴァージンズ
2023年11月28日刊
3,960円（税込）

1/27（土）ー5/6（月）
横尾忠則現代美術館
横尾忠則 ワーイ！★Y字路
大学院・横尾忠則 客員教授

2/17（土）－5/12（日）
埼玉県立近代美術館
アブソリュート・チェアーズ
油画・石田尚志 教授（出品作家）

2/27（火）ー3/24（日）
山梨県立美術館
まだ溶けていないほうの山梨県美
油画・雨宮庸介 非常勤講師

3/6（水）ー6/3（月）
国立新美術館 企画展示室1E
遠距離現在　Universal / Remote
油画・地主麻衣子 非常勤講師
（出展作家）

3/28（木）ー3/31（日）
北池袋 新生館シアター
星歌オムニバスひとりしばい公演「正夢」
演劇舞踊デザイン・柴幸男 准教授（脚本）

3/29（金）ー8/12（月）
21_21 DESIGN SIGHT
ギャラリー1＆2
未来のかけら: 科学とデザインの
実験室
統合デザイン・荒牧悠 講師（参加
作家）、プロダクトデザイン・山中俊
治 客員教授（ディレクター）

5/4（土）ー5/18（土）
文学座アトリエ
アラビアンナイト
演劇舞踊・加納豊美 教授
（衣裳デザイン）

5/9（木）ー5/19（日）
本多劇場
二人の主人を一度に持つと
演劇舞踊・加納豊美 教授
（衣裳デザイン)

EXHIBITION & THEATER

4/3（水）ー5/11（土）
多摩美術大学アートアーカイヴセンター所蔵資料展4
大野美代子アーカイヴ
「ミリからキロまで」資料展

光と祈りの礼拝堂
田淵諭 著（名誉教授）
教文館
2023年11月29日刊
3,960円（税込）

最新講義 
アフォーダンス 
地球の心理学
佐々木正人 著（統合
デザイン客員教授）
学芸みらい社
2023年12月4日刊
2,310円（税込）

柳宗悦の視線革命
西岡文彦 著
（名誉教授）
東京大学出版会
1月9日刊
4,950円（税込）

キリスト教美術を
たのしむ　
旧約聖書篇
金沢百枝 著
（芸術学教授）
新潮社
1月31日刊
3,850円（税込）

美大の先生と巡る
世界と地球の建築 
デザインから
読みなおす歴史と
環境
岸本章 著
（環境デザイン教授）
彰国社
2月2日刊
2,640円（税込）

世界でいちばん
素敵な文様の教室
伊藤俊治 監修
（情報デザイン客員教授）
三才ブックス
2023年12月20日刊
1,870円（税込）

判断の尺度 
αMプロジェクト
2022
髙柳恵里 掲載作家・
執筆者（油画教授）
武蔵野美術大学出版局
2023年12月25日刊
2,200円（税込）

今、絵画について
考える
大島徹也 共著
（芸術学教授）
水声社
2023年12月29日刊
3,080円（税込）

戦後日本の
現代ガラス・私史
武田厚 著
（工芸客員教授）
生活の友社
1月4日刊
3,850円（税込）

大野美代子（1939-2016）は、横浜ベイブリッジなど名橋をデ
ザインし数々の賞を受賞した橋梁デザイナーです。1963年に本学デザイン科
を卒業後、インテリアデザイナーを経て、土木分野へと仕事の領域を拡大し
ていきました。2021年度に、本学、東京大学、法政大学との共同研究による
展示が行われました。本展は、同研究の所蔵資料展となります。
会場：アートテーク2F アートアーカイヴセンターギャラリー
10:00～17:00｜日曜日、5/1（水）～ 5/4（土）休場｜入場無料

Up & Coming

多摩美術大学 TUB
“まじわる・うみだす・ひらく”をコンセプトに、オープンイノベーションに
よる価値の創出、幅広い層に向けたデザインやアートのプログラムの提供、
学生作品の展示・発信を通してデザインとアートの持つ創造性と美意識を社
会とつなぐ場を提供しています。

3/28（木）ー4/6（土）

4/6（土）ー5/12（日）

5/23（木）ー6/2（日）

「ポケモンと考える  アート・環境教育展2」を六
本木東京ミッドタウンTUBにて開催いたします。
会場には生産デザイン学科プロダクト専攻
Studio3の学生たちが身の廻りのものから作った
ポケモンが50体以上並び、サスティナブルな社会

「今まで作品を見る場所ではなかった場所が、
これから作品を見る場所になる」というスター
トの合図を送る展覧会です。

GOOD DESIGN MARUNOUCHIにて、「すて
るデザイン～サーキュラーな社会に向けて
の布石」展を開催いたします。[すてるデ
ザイン] がこれまで取り組んできた身近な

「ポケモンと考える  アート・環境教育展２」

合図

「すてるデザイン～サーキュラーな
社会に向けての布石」展

港区赤坂9-7-1ミッドタウン・タワー5F（東京ミッドタウン・デザインハブ内）｜11:00～
18:00｜日曜・月曜・祝日休場｜入場無料

に向けての、環境問題についての情報も展示されます。期間中2日間、小学
生を対象としたワークショップも行われます。

廃棄物の有効活用の方法、新たな循環システムなど、多角的な視点での研究
やデザイン提案をご紹介します。アイデア溢れる提案を観ていただき、この
先の未来に対して一緒に考える機会とできれば幸いです。

新たな時代精神を生み出す場となることをめざしています。
渋谷区神宮前3-42-18｜12:00～19:00（金曜・土曜は20:00まで）
 ｜火曜休場｜入場無料

齋藤春佳（参考作品）

Up & Comingは卒業生の発表活動を支援し、新しい表現を発信するオルタナ
ティブ・スペースです。アキバタマビ21として運営していたスペースを外苑
前に移転し、2024年4月から名称を新たに再出発します。アーティストの自己
プロデュースによる企画展によって、多くの人びとへ創造のよろこびを伝え、

カイヴセンターウェブサイトで利用方法のほか動画などのコンテンツもご覧ください。

参加作家＝大石一貴、齋藤春佳、張小船Boat ZHANG
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